
 

 

地域活性化の期待を集めて開業した山形新幹線新庄延伸は１２月４日（金）で１０周年を迎えました。

これを記念し１２月５日（土）・６日（日）の両日、ＪＲ新庄駅で記念イベントを開催しました。

５日（土）は、新幹線つばさとＳＬ「つばさ１０周年号」が並んだホームで出発式が行われ、管内８市町村

の首長、山形県、ＪＲ関係者がテープカットやくす玉開花を行い、延伸１０周年を盛大に祝いました。また

両日とも、最上地域観光協議会による乗客への甘酒や納豆汁の振舞いや、最上地域の特産品と観光

パンフレットの配布をおこない、最上地域の魅力をアピールしました。

商工観光振興室  0233-29-1311

～「山形新幹線新庄延伸１０周年記念」イベントで
             最上地域の魅力をアピール～

おかげさまで１０周年を迎えました！

～「東北のへそ産直まつり」

                を開催しました～

山形県最上地域・秋田県雄勝地域・宮城県大崎地域は、地

図で見ると「東北のへそ」にあたります。

この３地域の合同ＰＲイベント「東北のへそ産直まつり」が、山

形新幹線新庄延伸１０周年記念に合わせ、１２月５日（土）、最

上広域交流センター「ゆめりあ」を会場に開催されました。３つ

の地域から２５の産直団体が出店し､約６，９００人のお客様が

訪れにぎわいました。また、旅行業者も交えた｢産直交流会｣が

同時開催され、観光資源としての産直の将来像について意見

を交わしました。

「 東 北 の へ そ 」 を 合 同 で Ｐ Ｒ ！
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商工観光振興室  0233-29-1311

出発式でのテープカット

たくさんのお客様で大にぎわい

産直交流会（パネルディスカッション）の様子

宮城県・大崎山形県・最上

秋田県・雄勝



「もがみイブニングサロンwith最上夜学」が１２月４日（金）、新庄市の大地

会館を会場に開催され、企業の経営者、技術者など約８０人が参加しまし

た。

第一部では、「ボンテラン工法（高含水比建設汚泥等リサイクル工法）」

（㈱森環境技術研究所森勇人氏）や「味覚センサーの活用について」（山形

大学工学部野田准教授）、および山形大学MOT（※）生（荒木美成、栗田幸

秀、高橋健一、梁瀬悦子各氏）から取組内容の発表がありました。

第二部では、参加者の交流会が行われました。この催しは、最上地域と

首都圏・他地域との企業交流や技術アピールの場である「もがみイブニン

グサロン（第６回）」と最上地域の企業と山形大学との連携の契機づくりの

場である「最上夜学（第３３回）」を同時開催することでの相乗効果を期待し

たものです。双方に関わりを持つ山形大学工学部の野長瀬教授のコーディ

ネートの下、発表会、交流会とも大いに盛り上がりを見せていました。

「もがみイブニングサロン」と「最上夜学」を合同開催

”薪のある暮らし”について考えました

※山形大学ＭＯＴ：山形大学大学院理工学研究科ものづくり技術経営学専攻

～「もがみイブニングサロンwith最上夜学」を開催 ～

～第8回最上地域バイオマスフォーラムを開催 ～

産業経済企画課 0233-29-1307

第8回最上地域バイオマスフォーラムを国指定重要文化財「旧矢

作家住宅」において12月5日（土）に開催しました。

今回は木質バイオマスの原点とも言える「薪」をテーマとしてお

り、「薪のある暮らし」について実践している”薪割りスト”深沢光氏

（岩手県）の講演や、東北芸工大の三浦准教授を座長にした、「薪」

についての座談会を開催し、最上地域の8割を占める森林、木質

バイオマスについて意見を交わしました。

大地会館にて

県の奨励品種「はえぬき」「コシヒカリ」を対象とした最上地域

良食味米コンクールが開催されました。

今年度は全体で８４点の応募があり、一次審査を通過した４

点について３０名の審査員による食味審査を行い、「はえぬ

き」「コシヒカリ」それぞれの部門で最優秀賞、優秀賞が決定さ

れました。

最上で一番おいしいお米が決定！

～最上地域良食味米コンクールを開催 ～

左から、奥山和久氏（新庄市）、国分淳雄氏（大蔵
村）、松井昌一氏（鮭川村）、加藤仁照氏（新庄
市）

「はえぬき」部門

  最優秀賞 国分淳雄氏（大蔵村）

  優秀賞 奥山和久氏（新庄市）

「コシヒカリ」部門

  最優秀賞 松井昌一氏（鮭川村）

  優秀賞 加藤仁照氏（新庄市）

産業経済企画課 0233-29-1307

農業技術普及課 0233-29-1325

国指定重要文化財「旧矢作家住宅」にて



家 族 が 笑 顔 で 暮 ら し 続 け る た め に

１２月１６日(水)、新庄市民プラザを会場に、地域全体で高

齢者を支え、高齢者虐待の起こらない地域にするための勉

強会を開催しました。

一般県民や関係機関の職員など約２００名の参加があり、

「家族が笑顔で暮らし続けるために～高齢者虐待を未然に

防ぐために私たちができること～」と題した愛知県立大学の

佐野治先生による講演と、認知症と診断された家族を持つ

家庭を描いた映画『折り梅』の上映がおこなわれました。

参加者は、講演会や映画上映を通じ、認知症のこと、介護

のこと、介護を取り巻く様々な問題、地域で助け合うことの大

切さについて、理解を深めるとともに、介護する家族も介護さ

れる家族も笑顔で暮らすためのヒントを学びました。

新庄市民プラザにて福祉課 0233-29-1276

１２月１８日(金)、１９日(土)の２日間にわたり、最上広域交

流センター「ゆめりあ」を会場に”みんなと一緒にホップ・ス

テップ・ジャンプ”をテーマとした第１５回最上地区障がい者週

間記念事業「一歩
2
（いっぽいっぽ）フェスタ２００９」が開催され

ました。最上地域の障がい者支援関係事業所の皆さんによ

る演奏や、笑顔いっぱい、元気いっぱいの活動発表などが行

われました。

あわせて、利用者が作ったお菓子や製品の販売、絵や写真

などの作品展示も行われ、障がい者についての理解を深め

る２日間となりました。

地域支援課  0233-29-1243

１２月１２日(土)、新庄市民プラザを会場に、今年で６回目と

なる最上地区青少年育成懇談会が開催されました。

 最上地区の高校生代表３３名と青少年育成関係者４３名が４

グループに分かれ「大人の責任、子どもの責任」をテーマに語

り合いました。高校生からは「親、大人、社会がどう変わってほ

しいか」、大人からは「将来の大人になる高校生に伝えたいこ

と」の提案など、話し合いでお互いに理解を深め合いました。

～最上地区青少年育成懇談会を開催 ～

「大人の責任」・「子どもの責任」について考えました

～「高齢者が住みなれた地域で安心して

    暮らせる街づくり勉強会」を開催 ～

"笑顔いっぱい" "元気いっぱい" に包まれた２日間でした

～「一歩
2
（いっぽいっぽ）フェスタ２００９」

                 を開催 ～

「ゆめりあ」にて福祉課 0233-29-1276

新庄市民プラザにて



岩手･宮城内陸地震
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皆様からのご意見、ご感想をお待ちしております。

森林づくり推進室 0233-29-1348

やまがた緑環境税を活用した県民参加の森づくり活動の成果を、広く県民の皆さまに発信するとともに、森
林ボランティア団体等の連携を深め、森づくり活動の輪を広げるため、下記のとおり報告会を行います。皆さま
のたくさんの参加をお待ちしております。

建設総務課 0233-29-1391

１２月１７日（木）、休耕田を利用し養殖をおこなってきた高級淡水魚「ホンモロコ」の試食・求評会が、

おおくらむら産業おこし研究会事務所（大蔵村上竹野）を会場に開催されました。

素揚げ、マリネ、醤油煮、香草揚げ、様々な調理法で調理されたホンモロコがたくさん登場。参加した方

からは「クセがなく骨まで食べられる」「酒のつまみにいい」「温泉旅館で使えるのでは」といった意見が

聞かれました。

夕方には鶴岡の「イル・ケッチャーノ」で奥田正行シェフによる料理講習会が開催され、大蔵産の食材

を使ったホンモロコ料理を堪能！今後、大蔵村の新たな特産物になることが期待されます。

絶品！高級淡水魚「ホンモロコ」に舌鼓
～「ホンモロコ」の試食・求評会を開催 ～

商工観光振興室 0233-29-1309

一般国道458号本合海ﾊﾞｲﾊﾟｽ（大蔵村合海～清水）の供用を開始

飛び出せ高校生！現場で測量実習
～高校生が測量実習を行いました ～

新庄神室産業高校３年生８人（男４人、女４人）が、６月から１２月まで授業

の一環として測量実習を行ないました。場所は、これからほ場整備に着手

する新庄市本合海「上野地区」で、「生態系に配慮した保全水路」の平面・

縦断・横断測量です。

現場では地域の人からも声をかけられる中、高校生たちは和気あいあい

ながらも表情は真剣そのもの。今後は、設計にも取り組む予定で、高校生

の新鮮な発想が期待されます。 真剣に測量に取組む生徒たち農村計画課 0233-29-1339 農村整備課0233-22－4035

 ■日 時：平成２２年１月１７日（日）12：30から15：30まで
 ■場 所：新庄市 ゆめりあ 「2階会議室」
 ■内 容：①森づくり活動ポスターセッション ②森づくり活動報告 ４件 ③森づくり意見交換会
        ④平成２２年度みどり環境税活用公募事業募集説明会

一般国道458号本合海ﾊﾞｲﾊﾟｽ（全体延長2,975m）は、幅員が狭く老朽化した

大蔵橋と前後の線形不良・幅員狭小区間の解消を目的として、平成7年度か

ら道路改良が行われてきました。

これまでに大蔵橋を含む1期区間750mを供用し、その後、新庄寄りの2期区

間について整備を進めてきましたが、このたび、2期区間のﾊﾞｲﾊﾟｽ部800mの

工事を完了し、平成21年12月22日（火） 正午より供用開始されました。
12月22日に供用開始された２期区間

http://www.pref.yamagata.jp/regional/mogami_bo

